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Ⅰ．NEDOの役割と活動

NEDOとは

持続可能な社会の実現に必要な技術開発の推進、成果の社会実装を促進する

「イノベーション・アクセラレーター」

NEDOのミッション

NEDOの役割

出典：NEDO HP 3
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Ⅱ．グリーン成長戦略におけるモビリティ領域 ～取り巻く環境と政策～

日本の成長戦略はグリーン×デジタル

出典：内閣府 成長戦略会議（第12回）配布資料

～2020年10月
未来投資会議

2020年10月～2021年10月
成長戦略会議

2021年10月～
新しい資本主義実現会議

「成長と分配の好循環」
「コロナ後の新しい社会の開拓」

日本経済の持続的な成長に向けた
成長戦略の具体化

「未来への投資」の拡大に向けた
成長戦略と構造改革の加速

グリーン×デジタル

2050年カーボンニュートラルに伴う
グリーン成長戦略

2021年6月18日

成長戦略実行計画

予算（グリーンイノベーション基金）

税制
金融
規制改革・標準化

特に重要なプロジェクトについては、官民
で野心的かつ具体的目標を共有した上で、
目標達成に挑戦することをコミットした企
業に対して、技術開発から実証・社会実装
まで一気通貫で支援を実施する。
このため、NEDOに10年間で２兆円の「グ
リーンイノベーション基金」を造成した。
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Ⅱ．グリーン成長戦略におけるモビリティ領域 ～グリーン成長戦略の全体像～

電動化
再生可能エネルギー活用
高効率
低騒音

CN燃料（水素・合成燃料）活用
高エネルギー密度
高パワー密度
既存システムの流用

省エネルギー化

IoT化
安全運転支援・自動運転
MaaS展開

リユース・リサイクル
ライフサイクルCO2排出削減

モビリティに関連する取組は電動化だけでなく多岐にわたる

出典：経産省 HP 2050年カーボンニュートラルに伴う成長戦略 6



Ⅱ．グリーン成長戦略におけるモビリティ

グリーン成長戦略の中の重要な分野にはモビリティに関連する内容が多い

出典：経産省 HP 2050年カーボンニュートラルに伴う成長戦略 7



Ⅱ．グリーン成長戦略におけるモビリティ

公共急速充電器3万基を含む充電インフラ15万基設置
水素ステーション1000基程度
再生可能エネルギーなど脱炭素電源の最大限活用
モータシステム・軽量化・リサイクル技術開発促進
サービスステーションの総合エネルギー拠点化
安全運転支援機能の普及
 HD Map、OTA、狭域通信の普及
商用車利用に適した電動車開発
バス・トラック分野での大規模コネクティッド実証
移動の安全性・利便性の飛躍的向上、動く蓄電池社会実装

電動化の推進・クルマの使い方の変革
◼ 乗用車新車販売で電動車100%（2035）
◼ 8t以下商用車販売

2030 電動車20-30%
2040 電動車＋CN燃料車100%

◼ 8t以上大型車
2020s 5000台の先行導入
2030 2040年普及目標設定

燃料のカーボンニュートラル化
◼ 合成燃料（e-Fuel等）の大規模化

2030 導入拡大・コスト低減
2040 自立商用化（環境価値を含めたコスト成立）
2050 ガソリン価格以下のコストを実現

蓄電池
◼ 国内車載用蓄電池製造能力を100GWhまで高める(2030)
◼ 車載電池パック価格1万円/kWh以下（2030）

既存技術の高効率化・製造設備の設計開発
革新的プロセスの開発、大規模製造技術確立

出典：内閣府 成長戦略会議（第11回）経済産業大臣提出資料 8

⑤自動車・蓄電池産業の成長戦略
実施項目

蓄電池・資源・材料への大規模投資
鉱物資源の安定的な供給確保強化
蓄電池や材料の性能向上、生産プロセス、リユース・リサイ
クル等の研究開発・技術実証等

リユース・リサイクルの促進、制度整備・法改正



Ⅱ．グリーン成長戦略におけるモビリティ

（最先端Si, GaN, SiC, GaO等）の研究開発

モータ制御用半導体・次世代パワエレ技術の研究開発

次世代モジュール技術（高放熱材料等）

次世代受動素子・実装材料（コイル等）

デジタル機器・産業の省エネ・グリーン化（グリーンofデジタル）

◼ 次世代パワー半導体等の実用化・普及拡大

2030 1.7兆円の市場獲得

データセンターの省エネ化、再エネ活用化

◼ 新設データセンターを30%省エネ化

◼ 使用電力の一部再エネ化

5G・Beyond 5Gの実用化

◼ 高度化された５G実用化（2025）

◼ Beyond 5G（消費電力1/100）実用化（2030）

エッジコンピューティング技術によるデータ処理省エネ化

超分散グリーンコンピューティング技術の研究開発

ポスト5G情報システム実用化に向けた研究開発

 Beyond 5Gの戦略的推進、先行的取組

出典：内閣府 成長戦略会議（第11回）経済産業大臣提出資料 9

⑥半導体・情報通信産業の成長戦略モビリティ関連項目

実施項目



Ⅱ．グリーン成長戦略におけるモビリティ

MaaS、地域公共交通の確保・利便性向上による利用促進

新たな技術を活用したCO2排出の少ない輸送システム導入促進

自転車活用のための通行空間の整備

スマート交通の導入、自転車移動の導入促進

◼ 日常生活におけるクルマの使い方を始めとした国民の

行動変容を促す

◼ 通勤目的の自転車分担率18.2%（2025）

グリーン物流の推進、輸送の効率化低炭素化の推進

◼ CO2排出原単位の小さい輸送手段への転換

◼ 物流施設のゼロエネルギー化

◼ ビッグデータ等を活用した渋滞対策

インフラ・都市空間等でのゼロエミッション化

◼ 道路照明施設設置基準見直し（2025）

◼ 走行中給電の実証実験開始（2020半ば）

モーダルシフト・共同配送・物流標準化

自動化システム・再エネ設備等の導入促進

ダブル連結トラック等による物流効率化の推進

道路照明のLED化

走行中給電技術の研究支援

 EV充電器の公道設置のための制度検討
出典：内閣府 成長戦略会議（第11回）経済産業大臣提出資料 10

⑧物流・人流・土木インフラ産業の成長戦略モビリティ関連項目
実施項目
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Ⅲ．GI基金事業におけるモビリティ関連プロジェクト
～GI基金事業プロジェクト～

プロジェクト名 状況

グリーン電力の
普及促進

①洋上風力発電の低コスト化 実施中

②次世代型太陽電池の開発 実施体制決定

エネルギー構造
転換

③大規模水素サプライチェーンの構築 実施中

④再エネ等由来の電力を活用した水電解による水素製造 実施中

⑤製鉄プロセスにおける水素活用 実施中

⑥燃料アンモニアサプライチェーンの構築 実施中

⑦CO2等を用いたプラスチック原料製造技術開発 採択審査中

⑧CO2等を用いた燃料製造技術開発 公募中

⑨CO2を用いたコンクリート等製造技術開発 採択審査中

⑩CO2の分離・回収等技術開発 公募中

⑪廃棄物処理のCO2の削減技術開発 WG準備中

産業構造
転換

⑫次世代蓄電池・次世代モーターの開発 採択審査中

⑬電動車等省エネ化のための車載コンピューティング・シミュレーション技術の開発 WG審議中

⑭スマートモビリティ社会の構築 WG審議中

⑮次世代デジタルインフラの構築 採択審査中

⑯次世代航空機の開発 実施中

⑰次世代船舶の開発 実施中

⑱食料・農林水産業のCO2削減・吸収技術の開発 WG準備中

新規追加プロジェクトも検討中 12



Ⅲ．GI基金事業におけるモビリティ関連プロジェクト
～自動車関連３プロジェクトの取組範囲～

PJ ⑭

PJ ⑬

PJ ⑫

出典：経産省 HP 第3回 産業構造審議会 グリーンイノベーションプロジェクト部会 産業構造転換分野ワーキンググループ 13



Ⅲ．GI基金事業におけるモビリティ関連プロジェクト
～PJ⑫ 次世代蓄電池・次世代モーターの開発～

出典：経産省 HP 第3回 産業構造審議会 グリーンイノベーションプロジェクト部会 産業構造転換分野ワーキンググループ 14



Ⅲ．GI基金事業におけるモビリティ関連プロジェクト
～PJ⑫ 次世代蓄電池・次世代モーターの開発～

出典：経産省 HP 第3回 産業構造審議会 グリーンイノベーションプロジェクト部会 産業構造転換分野ワーキンググループ 15



Ⅲ．GI基金事業におけるモビリティ関連プロジェクト
～PJ⑬ 電動車等省エネ化のための車載コンピューティング・シミュレーション技術の開発～

出典：経産省 HP 第5回 産業構造審議会 グリーンイノベーションプロジェクト部会 産業構造転換分野ワーキンググループ 16



出典：国土交通省HP「運輸部門にお
ける二酸化炭素排出量」

運輸部門における二酸化炭素排出量の内、商用車分野だけで約4割を占めている。

出典：経産省 HP 第5回 産業構造審議会 グリーンイノベーションプロジェクト部会 産業構造転換分野ワーキンググループ 17

Ⅲ．GI基金事業におけるモビリティ関連プロジェクト
～PJ⑭ スマートモビリティ社会の構築（商用車分野のカーボンニュートラル推進）～



出典：経産省 HP 第5回 産業構造審議会 グリーンイノベーションプロジェクト部会 産業構造転換分野ワーキンググループ 18

Ⅲ．GI基金事業におけるモビリティ関連プロジェクト
～PJ⑭ スマートモビリティ社会の構築（商用車分野のカーボンニュートラル推進）～

ＰＪ⑫・⑬

ＰＪ⑭



出典：経産省 HP 第5回 産業構造審議会 グリーンイノベーションプロジェクト部会 産業構造転換分野ワーキンググループ 19
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出典：経産省 HP 第5回 産業構造審議会 グリーンイノベーションプロジェクト部会 産業構造転換分野ワーキンググループ 20

Ⅲ．GI基金事業におけるモビリティ関連プロジェクト
～PJ⑭ スマートモビリティ社会の構築（商用車分野のカーボンニュートラル推進）～



出典：経産省 HP 第5回 産業構造審議会 グリーンイノベーションプロジェクト部会 産業構造転換分野ワーキンググループ 21

Ⅲ．GI基金事業におけるモビリティ関連プロジェクト
～PJ⑭ スマートモビリティ社会の構築（商用車分野のカーボンニュートラル推進）～
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Ⅳ．NEDOテーマ公募型助成事業の紹介と事例
～「脱炭素社会実現に向けた省エネルギー技術の研究開発・社会実装促進プログラム」～

制度概要

制度
実施期間

2021年度～2035年度

事業
種別

助成事業（技術開発費＝ NEDO助成費
（税抜） + 実施者負担）

対象
技術

「重要技術」を中心とする、「省エネ
法」に定められたエネルギー（燃料、
熱、電気）の国内消費量を削減する技
術開発

対象
事業者

日本国内に研究開発拠点を有している
企業、大学等の法人

※大学等の単独提案は不可

省エネ
効果量

2040年時点において、日本国内で10万
kL/年以上（原油換算）

※個別課題推進スキームではそれ以下
でも応募可能。但し費用対効果適用

脱炭素省エネプログラム※は事業者のアイデアを尊重した省エネ技術開発助成事業です

FS調査

助成率
：3/4

フェーズⅠ フェーズII

助成率：2/3 助成率：1/2

採
択
審
査

事
業
化※１ インキュベーション研究

開発
フェーズ単独の実施は不

可

実証開発
フェーズ

助成率：
1/2又は1/3※2

実用化開発
フェーズ

助成率：2/3又は1/2※2

ス
テ
ー
ジ
ゲ
ー
ト

審
査

インキュ
ベーション
研究開発
フェーズ※1

助成率：2/3

採
択
審
査

ス
テ
ー
ジ
ゲ
ー
ト

審
査

5年以内

3年以内

採
択

審
査

採
択

審
査

重点課題推進スキーム

個別課題推進スキーム

2年以内

5年以内

マ
ッ
チ
ン
グ
等

5年以内

1年以内

採
択
審
査

ス
テ
ー
ジ
ゲ
ー
ト

審
査

※２ 大企業一律

2月頃に公募開始予定（公募開始・公募説明会はNEDOホームページでお知らせ）

※脱炭素社会実現に向けた省エネルギー技術の研究開発･社会実装促進プログラム

注：本情報は2021年度の公募要領に基づいたものであり、今後変更の可能性がありますのでご留意ください。
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Ⅳ．NEDOテーマ公募型助成事業の紹介と事例
～省エネルギーの重要技術～

省エネルギー（2019年更新）の重要技術には運輸部門があり、今後も推進する

出典：NEDO 省エネルギー技術戦略 HP 24



分類 件数 技術開発テーマ

エンジン ９ 希薄燃焼、断熱超高膨張比、渦流生成インジェクタ 他

バッテリー 6 高低温特性LTOリチウム電池、鉛・Li電池ハイブリッド電池 他

モータ 5 アスターコイル、自動車用モータ可変界磁技術 他

パワーユニット ２ 次世代パワーユニット、高効率リアクトル 他

変速機 ３ フルトロイダル変速機、精密冷間鍛造技術の適用 他

センサー ４ 高精度角度センサー、磁歪式トルクセンサー、高性能Lidar

軽量材料 9 CFRPプリプレグ、マグネホイール、タイヤコード 他

触媒 １ ゼオライト触媒

給電インフラ 2 ワイヤレス充電器、走行中給電＋電力マネジメント

物流 ３ リアルデータ管理システム、コールドチェーン物流

その他 ４ 車載ヒートポンプ、光ファイバ伝送システム、エリア可変型ヘッドランプ他

前公募プログラム「戦略的省エネルギー技術革新プログラム」（2012年～2020年）で、
モビリティ関連は258件のうち44件の採択。
脱炭素省エネプログラム（2021年～）では新規採択20件のうち4件がモビリティ関連。

25

Ⅳ．NEDOテーマ公募型助成事業の紹介と事例
～モビリティ関連プロジェクト～



Ⅳ．NEDOテーマ公募型助成事業の紹介と事例
～株式会社アスター（2015～2018年度）～

実証開発／アスターコイルの製造プロセス高速化技術及び高密度・高効率モーターの研究開発

26出典：NEDO 「ENEX2020」の開催報告



実証開発／アスターコイルの製造プロセス高速化技術及び高密度・高効率モーターの研究開発

27出典：NEDO 「ENEX2020」の開催報告

Ⅳ．NEDOテーマ公募型助成事業の紹介と事例
～株式会社アスター（2015～2018年度）～



Ⅴ．テーマ公募型助成事業の紹介と事例紹介
～株式会社東北マグネットインスティテュート（ 2018～2019年度）～

実用化開発／ＮＡＮＯＭＥＴ薄帯粉砕による高飽和磁束密度、低損失軟磁性材料粉末の開発

28出典：NEDO 「ENEX2021」の開催報告

事業概要

当社が開発した高磁束密度Bsと低鉄損を両立したNANOMETⓇ

薄帯の工程端材を粉砕・再生することで、高性能・低価格の
NANOMETⓇ粉砕粉を開発しました。

さらに、本開発に必要なナノ結晶の微細組織評価技術を確立する
とともに、高性能化の市場要求に対応するため、潤滑下粉砕法によ
る磁気異方性をもつNANOMETⓇ扁平粉を開発。開発粉末は、
モータ、リアクトル、トランス等に応用されます。

省エネルギー効果

2025年度：0.25 万KL／年 2030年度：8.679万KL／年

成果

高Bsと低鉄損を両立し、高性能かつ低価格のNANOMETⓇ薄帯
粉砕粉開発の全体目標に対して、以下に取組み、事業化に十分な
レベルに到達しました。

① NANOMETⓇ薄帯性能を劣化させない高Bs・低損失の軟磁性
粉末の製造技術の開発、

② 潤滑下ボールミル粉砕法によるNANOMETⓇ粉末の扁平形状
化とランダムキューブ組織付与によるコア性能向上技術の開発

③ 圧粉成形コアによる磁気特性検証

今後の展望

NANOMETⓇ粉砕粉の要素技術開発は完了し、今後、圧粉成型
体の性能改善に取組みつつ、本開発品の社会実装を進めます。



FMCW1)方式液晶スキャナー

液晶パネル

可動部無し

レーザー光

光の波の性質利用

周波数差 ∝ 距離

1) Frequency Modulated Continuous Wave

Ⅳ．NEDOテーマ公募型助成事業の紹介と事例
～株式会社SteraVision （2019年度～）～

実用化開発／長距離・広視野角・高解像度・車載用LiDARの開発

会社概要

会社名 株式会社SteraVision

HP https://steravision.com/

所在地 茨城県つくば市

設立 2016年12月

代表者 CEO 上塚尚登

事業内容 次世代LiDAR開発、製造、販売

上塚尚登:CEO 

工学博士、専門領域は光デバイス技術
日立電線、産総研を経て現職
日立電線時代、光通信分野の新規事業
のヘッドとして約100億円規模の部門に
成長させた経験を持つ

技術概要

完全自動運転車向け
完全自動運転車：
どのような場所(道路)、ど
のような状況においても自
動運転システムが自動車を
制御する

Only1の液晶スキャナー技術とFMCW方式を組合わせ、完全自動運転車向けに高精度LiDARを開発している産
総研発スタートアップです

29出典：2021年度戦略的省エネルギー技術革新プログラム「評価・課題共有セッション」発表資料



実用化開発／長距離・広視野角・高解像度・車載用LiDARの開発

長距離LiDAR

中距離LiDAR 短中距離LiDAR

長距離Beam 短距離Beam

中距離Beam

現状のLiDARの搭載 当社のLiDARの搭載

＜開発予定の成果＞
➢世界で初めて真のSolid State LiDARが実現できる
➢逆光や天候（雨・霧）にロバストなLiDARを実現できる
➢近距離～長距離(>200m)で低反射の物体を検出できる
➢カメラとのフージョンで“見たいところを見る”重みづけしたイメージ取得が可能となり、視覚システム全体とし

て高効率・高信頼性が実現できる
➢本高性能Lidarを用いることで、交通状況、道路状況を把握して早めに対処する「予知運転」による燃費

向上で15.2%のエネルギーが削減でき、脱炭素社会に大きく貢献できる

30出典：2021年度戦略的省エネルギー技術革新プログラム「評価・課題共有セッション」発表資料

Ⅳ．NEDOテーマ公募型助成事業の紹介と事例
～株式会社SteraVision （2019年度～）～
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おわりに

【公募連絡先】

◆「グリーンイノベーション基金事業」 スマートモビリティ社会の構築 他

相談連絡先 E-MAIL：gi-smamobi-kobo@ml.nedo.go.jp
（NEDOホームページ上で公募予告中）

◆「脱炭素社会実現に向けた省エネルギー技術の研究開発・社会実装促進プログラム」

相談連絡先 E-MAIL：shouene@nedo.go.jp
（NEDOホームページ上で公募予告中）

「CN達成にむけ、モビリティ関連も全方位で取り組みます」

是非NEDOブースにもお立ち寄りください
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Ⅲ．GI基金事業におけるモビリティ関連プロジェクト
～PJ⑬ 電動車等省エネ化のための車載コンピューティング・シミュレーション技術の開発～



出典：経産省 HP 第5回 産業構造審議会 グリーンイノベーションプロジェクト部会 産業構造転換分野ワーキンググループ 36

Ⅲ．GI基金事業におけるモビリティ関連プロジェクト
～PJ⑭ スマートモビリティ社会の構築（商用車分野のカーボンニュートラル推進）～



Ⅳ．GI基金事業以外のNEDOモビリティ関連の取り組み（2021年度時点）

ロボット・ドローンが活躍する省エネルギー社
会の実現プロジェクト

安全安心なドローン基盤技術開発

自動走行ロボットを活用した新たな配送サービ
ス実現に向けた技術開発事業

航空機用先進システム実用化プロジェクト

人工知能技術適用によるスマート社会の実現

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）
第2期／自動運転（システムとサービスの拡張）

先進・革新蓄電池材料評価技術開発（第2期）

電気自動車用革新型蓄電池開発

革新的新構造材料等研究開発

次世代複合材創製・成形技術開発プロジェクト

部素材の代替・使用量削減に資する技術開発・実
証事業

航空機エンジン向け材料開発・評価システム
基盤整備事業

高効率・高速処理を可能とするAIチップ・次世代
コンピューティングの技術開発

Connected Industries推進のための協調領域
データ共有・AIシステム開発促進事業

ポスト5G情報通信システム基盤強化研究開発事業

脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
の

研
究
開
発
・
社
会
実
装
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

次世代自動車向け高効率モーター用磁性材料技術開発

蓄電池

データ

航空機

ロボ･Drone

AI･情報処理

通信

モータ

自動車

材料

技術軸 産業軸 省エネ軸

社会基盤

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）
第2期／フィジカル空間デジタルデータ処理基盤

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）
第2期／ビッグデータ・AIを活用したサイバー空間
基盤技術

材料・デジタル技術も含めた将来のモビリティに必要とされる多数の取組を推進

出典：NEDO HP 37



Ⅲ．GI基金事業におけるモビリティ関連プロジェクト

出典：経産省 HP 第3回 産業構造審議会 グリーンイノベーションプロジェクト部会 産業構造転換分野ワーキンググループ 38


